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広報 

 

定員／1,100人（抽選） 
申込方法／11月27日B（必着）までに、往
復はがきかFAXで、参加者全員（1通で2人
まで）の住所・氏名・電話番号かFAX番号を
人権啓発課（0140－0013南大井5－2－17 
13763－5391 Fax3768－5092）へ 

映画 

心の輝き　人・愛・希望 
～そして、生きることの素晴らしさ 明日の記憶 

仕事は順調、家庭は円満、
と人生の円熟期にあったサ
ラリーマンを突然襲う若年
性アルツハイマー病。「人
を愛すること」「人生を共
に生きること」など人間愛
の本質を問い、生きる喜び
や温かい心、家族のきずな
を伝えます。 
出演／渡辺謙、樋口可南子
ほか 

●プロフィール 
第3回全国カンツォーネコンク
ールで優勝し、歌手デビュー。
「折鶴」「宗谷岬」などのヒッ
ト曲で知られる。法務省より
昭和58年に篤志面接委員を委
嘱されて以来、非行に走って
しまった少女たちの相談相手
として少年院で胸のうちを聴
き続けている。 

人権週間 

　日本では、国連総会で世界人権宣言が採択さ
れた翌年の昭和24年から、12月10日の世界人権
デーまでの1週間を人権週間と定め、人権尊重思
想普及のための啓発活動を全国的に行っています。 
 
区の取り組み 

　区では、平成5年4月に都内で唯一の「人権尊
重都市品川宣言」を制定し、「人間尊重社会の
実現」をめざして人権尊重思想の普及啓発に取
り組んでおり、その一環として「人権週間記念
講演と映画のつどい」を開催しています。 
　今回は、歌手の千葉紘子さんが法務省の篤志
面接委員などの活動で学んだ経験を生かし、生
きることのすばらしさについてお話しします。 
　この機会にもう一度、人権について考えてみ
ませんか。 

　
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
て
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権
利
、
そ
れ
が

基
本
的
人
権
で
す
。 

　
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
う
た
っ
た
日
本
国
憲
法
が
昭
和
21（
１
９
４
６
）
年
に
施

行
さ
れ
て
以
来
、
平
和
で
民
主
的
な
社
会
が
実
現
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
身
の
回
り
に
は
、「
出
身
や
社
会
的
身
分
な
ど
に
よ
り
差
別
を
受
け
る
」

「
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
社
会
で
不
利
益
を
受
け
る
」「
周
囲
の
人
た
ち
か
ら

体
罰
や
暴
力
を
受
け
る
」
な
ど
、
心
身
を
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
人
が
現
実
に
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。 

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
本
当
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
大
切
に
思
う
の
と
同
じ
心
で
、
他
人
の
気
持
ち
を
受
け

止
め
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て 

自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る 

い
か
な
る
国
や
個
人
も
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ 

絶
対
に
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い 

 

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に 

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は 

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し 

人
権
の
尊
重
が 

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た 

 

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は 

い
ま
だ
に
差
別
意
識
と
偏
見
が 

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
深
く
根
づ
き 

部
落
差
別
を
は
じ
め 

障
害
者
、
女
性
、
先
住
民
族
、
外
国
人
へ
の
差
別
な
ど 

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
間
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か 
 

人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
差
別
は 

人
間
の
理
性
と
良
心
に
よ
っ
て 

必
ず
や
解
消
で
き
る
こ
と
を 

我
々
は
確
信
す
る 

 

平
和
で
心
ゆ
た
か
な 

人
間
尊
重
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
品
川
区
は 

　『
人
権
尊
重
都
市
品
川
』
を
宣
言
し 

差
別
の
実
態
の
解
消
に
努
め 

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
と
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を 

こ
こ
に
誓
う 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（ 

「
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
」
よ
り
） 

講演 

人権週間 
特集号 

講師／千葉紘子（歌手） 

※字幕付き。 

問い合わせ／人権啓発課  13763－5391

講演と映画のつどい 

人権週間街頭キャンペーン　12月11日B午前11時から  大井町駅前 

※手話通訳・要約筆記付き。 

今年から事前申し込みになりました 

週間記念  人  権  週間記念  人  権  



問い合わせ／人権啓発課  13763－5391

　
人
間
は
、
み
ん
な
一
人
ひ
と
り
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

人
類
共
通
の
願
い
で
も
あ
る
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
」

を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
憲
法
は
生
命
・
自
由
・
幸
福
追
求
な

ど
の
基
本
的
人
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
基
本

的
人
権
を
尊
重
し
、
そ
の
確
立
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
の
中
に
は
、
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・

障
害
者
・
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
人
権
問
題
は
、
み
ん

な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
を
妨
げ
て
い
ま
す
。 

　
他
人
を
見
下
す
よ
う
な
態
度
は
、
人
権
を
軽
視
し
、
差
別
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
間
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で

あ
り
、
結
果
と
し
て
自
ら
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
ん

な
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
は
、
自
分
も
幸
せ
に
な
る
こ
と
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
の
機
会
に
改
め
て
自
分
の
心
の
中
を
見
つ
め
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う 

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う 

●
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う 

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う 

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う 

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う 

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏

　
見
を
な
く
そ
う 

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う 

●
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う 

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う 

●
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う 

●
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う 

●
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
を
な
く
そ
う 

●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を

　
深
め
よ
う 

第
58
回
人
権
週
間
は 

「
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識
」 

を
目
標
と
し
て
い
ま
す 

●女性弁護士による女性のための相談 
時間／①午前9時～正午　②午後1時～4時 
定員／各6人（先着） 
申込方法／電話で男女共同参画センター15479－4104へ 
 
 
 
●「あした元気になーれ！～半分の 
さつまいも」上映会 
時間／午後1時～3時 
①未来への虹～ぼくのおじさんは、 
ハンセン病（30分） 
②あした元気になーれ！～半分のさ 
つまいも（90分） 
定員／400人（先着） 
参加方法／当日、会場へ 
※午前11時から入場整理券を配布 
します。 
●人権擁護委員による人権身の上相談 
時間／①午前9時～正午　②午後1時～4時 
定員／各3人（先着） 
申込方法／12月1日Fまでに、電話で区民相談室 13777－2000へ 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
か
ら
人

権
擁
護
に
理
解
の
あ
る
方
を
区
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。
18
年
度

は
「
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
相
談
日 

　
第
１
・
３
火
曜
午
後
１
時
〜
４
時 

●
問
い
合
わ
せ 

　
区
民
相
談
室
1
３
７
７
７
―
２
０
０
０ 

  

　
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
毎
年
全
国
の

小
学
校
に
「
人
権
の
花
」
運
動
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
花
は
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」
「
日
々

草
」
で
し
た
。
区
で
は
鈴
ヶ
森
・
台
場
・

八
潮
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
種
を
ま
き
、
夏

休
み
中
も
休
ま
ず
水
や
り
を
し
て
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。 

　
花
を
育
て
て
い
く
な
か
で
、
友
達
の
和
、

命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
、
思
い
や
り
の
あ

る
子
ど
も
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。    

（
人
権
擁
護
委
員
　
森
田
和
枝
） 

　障害者の中には、心臓や肺、腸な
ど内臓に疾患を持つ、「内部障害者」
という方たちがいます。手足が不自
由など一見してすぐわかる障害と違
い、内部障害は外見からはわかりづ
らいために、周囲から理解されず誤
解を受けることが多くあります。 
　例えば、呼吸器や心臓の障害のた
め座っていないと息が上がってしま
うのに、「高齢者を立たせて優先席
に座っている」、ストマ（人工肛門）
があるために障害者用トイレを使用
しているのに、「車いすの人を待た
せて障害者用トイレを使っている」
と見られ、批難を受けてしまう場合
もあります。 
　障害者に限らず、様々な偏見や差
別のない社会を実現するためには、
一人ひとりが相手の立場を尊重し、
思いやることが必要ではないでしょ
うか。 

外見では 
わからない障害 

　女性も男性も自分の個性と能力を発揮できる
社会の実現に向け、毎年開催しています。今年
のテーマは「仕事と家庭の調和…家族の役割」
です。 
 
 
コーディネーター／尾木直樹（教育評論家） 
パネリスト／長崎宏子（スポーツコンサルタント）
山田正人（経済産業研究所総務副ディレクター） 
 
 
演奏者／福原道子（篠笛奏者） 

男女平等推進フォーラム 

問い合わせ／男女共同参画センター 
　　　　　　15479－4104

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

シンポジウム 

演奏とトーク 

人
権
擁
護
委
員
の
活
動 

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る 

人
権
身
の
上
相
談 

「
人
権
の
花
」
運
動 

あした元気になーれ！～半分のさつまいも 
声の出演／上戸彩　ナレーター／吉永小百合 
原作／海老名香葉子 

ベリーダンス 

ハートフルしながわ2006

12月2日G開催 

12月3日A開催 

こう  もん 

ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス  

しのぶえ 

問い合わせ／心身障害者福祉会館  
　　　　　　13785－3322  Fax3785－3353

★小・中学生人権標語・ポスター展 
★人権啓発パネル展（人権擁護委員の活動紹介など） 

定員／250人（先着） 
共催／同実行委員会 
※手話通訳が付きます。 
※車での来場はご遠慮ください。 

共通 

第1部 
第2部 
第3部 

　区では、皆さんの障害者福祉についての関心と理解をよ
り深め、障害者が社会・経済・文化など様々な活動に積極
的に参加する意欲を高めるために、毎年開催しています。 

記念式典、障害者表彰 
区内障害者施設の紹介 
講演と歌（出演：石川
ひとみ）、サンバショー
ベリーダンス 

参加方法／当日、会場へ 
※先着1,000人に記念品を差し上げます。 
※手話通訳・要約筆記が付きます。 
※視覚障害の方に副音声で舞台解説を流します。イヤホン
　付きFMラジオをお持ちください。 
※ロビーで展示による障害者団体や福祉施設の紹介、作品
　販売があります。 
※障害者で送迎が必要な方、当日ボランティアをしてくだ
　さる方は、11月17日Fまでにご連絡ください。 


